
18   19    2010 年 10 月号

多文化の街の 
多言語メディア――ニューコム

中
な か

野
の

 克
か つ ひ こ

彦　立命館大学非常勤講師

外国籍住民の比率が１割を超えた東京都新宿区。多民族化しはじめたその街に、多言語のエスニック・メディアが活

動を繰り広げている。９つの言語で新聞を発行するニューコムである。その活動から見えてくるのは、多文化時代のあ

らたなコミュニケーションの在り方だ。

多
文
化
の
縮
図

新
宿
区
高
田
馬
場
に
あ
る
ニ
ュ
ー
コ
ム
の
事
務
所
を
訪

れ
て
筆
者
が
目
に
し
た
の
は
、
多
文
化
の
縮
図
と
い
う
べ

き
光
景
だ
っ
た
。
ア
ジ
ア
を
中
心
に
、
一
四
の
国
・
地
域

か
ら
来
日
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
、
習
慣
や
文
化
の
違
い
を
の

り
越
え
て
、
新
聞
制
作
と
い
う
共
通
目
的
の
も
と
に
働
い

て
い
る
。
お
も
に
在
日
外
国
人
が
、
在
日
外
国
人
の
た
め

に
情
報
を
発
信
す
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。

代
表
取
締
役
社
長
の
藍ら

ん

淑し
ゅ
く

人じ
ん

さ
ん
は
、
台
湾
出
身
。
留

学
生
と
し
て
来
日
し
、
一
九
九
一
年
に
ニ
ュ
ー
コ
ム
を
設

立
、「
新
交
流
時
報
」（
中
国
語
と
日
本
語
の
新
聞
）
を
創

刊
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
日
本
で
生
活
す
る
た
め
に

必
要
と
な
る
生
活
基
本
情
報
を
、
同
胞
に
母
語
で
送
り
届

け
た
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
の
後
、
ニ
ュ
ー
コ
ム
は
立
て
続

け
に
新
聞
を
手
掛
け
て
い
く
。
タ
イ
語
新
聞
「
ス
ー
マ

イ
・
タ
イ
ム
ズ
」（
一
九
九
二
年
）、
マ
レ
ー
語
新
聞
「
マ

レ
ー
シ
ア
・
タ
イ
ム
ズ
」（
一
九
九
四
年
）、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
語
新
聞
「
メ
デ
ィ
ア
・
ヌ
ア
ン
サ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
」

（
一
九
九
六
年
）、
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
新
聞
「
シ
ュ
ウ
ェ
・
バ

マ
ー
」（
一
九
九
六
年
）、
中
国
語
新
聞
「
台
湾
報
」（
一

九
九
八
年
に
「
新
交
流
時
報
」
か
ら
名
称
変
更
）、
フ
ィ

リ
ピ
ン
語
（
タ
グ
リ
ッ
シ
ュ
）
新
聞
「
カ
イ
ビ
ガ
ン
」

（
一
九
九
九
年
復
刊
）、
ベ
ト
ナ
ム
語
新
聞
「
ジ
ャ
ウ
・

リ
ュ
ウ
」（
二
〇
〇
四
年
）、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
新
聞
「
マ
イ

ト
レ
イ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
」（
二
〇
〇
八
年
）、
シ
ン
ハ
ラ
語

新
聞
「
ジ
ャ
ヤ
ス
リ
」（
二
〇
〇
九
年
）
で
あ
る
。
各
新

聞
に
は
日
本
語
記
事
も
設
け
ら
れ
、
日
本
人
読
者
も
読
め

る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
多
彩
な
言
語
で
の
活
動
は
、

驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。

エ
ス
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
ア
の
現
状
と
ニ
ュ
ー
コ
ム

ニ
ュ
ー
コ
ム
が
活
動
を
始
め
た
一
九
九
〇
年
代
は
、
日

本
国
内
で
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
ア
が
本
格
的
に
成
長
し

た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
国
際
電
話
業
界
の

成
長
が
あ
る
。
在
日
外
国
人
が
急
増
し
た
当
時
、
郷
里
の

家
族
に
国
際
電
話
を
か
け
る
在
日
外
国
人
を
対
象
に
、
国

際
電
話
会
社
が
多
く
の
広
告
を
出
し
た
こ
と
が
、
そ
の
後

の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
ア
の
発
展
に
繋つ

な

が
っ
た
。
し
か

し
現
在
、
国
際
電
話
市
場
は
か
つ
て
と
比
べ
て
か
な
ら
ず

し
も
好
調
と
は
い
え
な
い
。
広
告
の
減
少
に
よ
っ
て
、
エ

ス
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
ア
業
界
に
も
、
深
刻
な
影
響
が
あ
ら

わ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ニ
ュ
ー
コ
ム
の
取
り

組
み
は
意
欲
的
だ
。
将
来
的
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
系
メ
デ
ィ
ア

を
発
行
す
る
構
想
も
あ
る
と
い
う
。「
確
か
に
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
考
え
れ
ば
、
メ
デ
ィ
ア
の
運
営
は
大
変
で
す
。
し
か

し
そ
れ
で
も
こ
の
事
業
を
続
け
る
の
は
、
何
よ
り
面
白
い

か
ら
」
と
藍
さ
ん
は
語
る
。「
多
言
語
の
新
聞
を
通
じ
て
、

日
本
人
と
外
国
人
の
心
の
交
流
と
あ
ら
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促う

な
が

し
た
い
の
で
す
」。

フ
ィ
リ
ピ
ン
系
新
聞「
カ
イ
ビ
ガ
ン
」の
例

そ
れ
で
は
、
ニ
ュ
ー
コ
ム
の
新
聞
は
ど
の
よ
う
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
の
か
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
系
新
聞
「
カ
イ
ビ
ガ

ン
」
を
例
に
み
て
み
よ
う
。
ち
な
み
に
同
紙
で
は
、
在
日

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
と
っ
て
読
み
や
す
い
「
タ
グ
リ
ッ
シ
ュ
」

（
英
語
と
タ
ガ
ロ
グ
語
の
交
じ
っ
た
言
語
）
と
日
本
語
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
特
徴
的
な
の
は
、
病
院
や
公
的
相
談
機
関
の
連
絡

先
の
一
覧
表
が
、
毎
号
か
な
ら
ず
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

「
日
本
に
や
っ
て
き
た
当
初
の
外
国
人
が
何
よ
り
必
要
と
し

て
い
る
の
は
、
病
気
や
怪け

が我
を
し
た
と
き
に
、
ど
こ
に
電

話
を
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
緊
急
情
報
で
す
」
と
、
同
紙

の
制
作
を
担
当
す
る
小
池
昌
さ
ん
は
語
る
。
こ
う
し
た
サ

ポ
ー
ト
情
報
を
母
語
で
送
り
届
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
特

に
孤
立
感
を
抱
き
や
す
い
来
日
当
初
の
在
日
外
国
人
に
、

安
心
感
を
与
え
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
特
徴
的
な
の
は
、
日
本
社
会
に
関
す
る
タ

グ
リ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
記
事
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
だ
。
日

本
社
会
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
社
会
情
報
で
あ

る
。
そ
し
て
興
味
深
い
こ
と
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
歴
史
、

文
化
、
地
誌
を
紹
介
す
る
記
事
も
多
い
。
そ
れ
も
タ
グ

リ
ッ
シ
ュ
で
書
か
れ
て
お
り
、
じ
つ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
読
者

を
対
象
に
し
た
記
事
な
の
で
あ
る
。
小
池
さ
ん
に
よ
る
と
、

在
日
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
女
性
の
な
か
に
は
、
も
と
も
と
若
い

こ
ろ
に
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
と
し
て
日
本
に
移
り
住
ん
だ

た
め
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
文
化
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
機
会
を

も
て
な
か
っ
た
人
も
い
る
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
そ
う
し

た
人
び
と
が
日
本
人
と
結
婚
し
、
子
ど
も
を
も
っ
た
と
き

に
、
自
分
の
文
化
を
説
明
し
、
継
承
さ
せ
て
い
く
必
要
が

生
じ
る
。
出
身
国
の
こ
と
を
改
め
て
知
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
か
ら
、
在
日
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
読
者
に
も
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
文
化
を
紹
介
す
る
記
事
が
う
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

「
カ
イ
ビ
ガ
ン
」
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
現
状
を
多
面
的

に
紹
介
す
る
日
本
語
記
事
も
あ
る
。
そ
れ
は
お
も
に
日
本

人
読
者
を
対
象
と
し
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
女
性
と
結

婚
し
た
日
本
人
男
性
が
、
妻
の
出
身
国
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
つ
い
て
、
偏
見
を
交
え
ず
、
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
と
い
う
目
的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
記
事

を
契
機
に
、
国
際
結
婚
家
庭
の
な
か
で
、
お
互
い
の
文
化

に
つ
い
て
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
見
方
が
生
ま
れ
、
あ
ら
た

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
性
化
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

異
な
る
文
化
を
情
報
で
つ
な
ぐ

「
カ
イ
ビ
ガ
ン
」
の
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
コ
ム
の
エ
ス
ニ
ッ

ク
・
メ
デ
ィ
ア
は
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
も
ち
合
わ
せ
て
い

る
と
い
え
る
。
ま
ず
、
在
日
外
国
人
に
生
活
情
報
を
提
供

す
る
役
割
。
そ
し
て
、
在
日
外
国
人
と
日
本
人
読
者
の
双

方
に
、
多
言
語
で
社
会
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
役
割
。
単
に
在
日
外
国
人

に
情
報
を
伝
達
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
以
上
の
目
的
、

つ
ま
り
異
文
化
へ
の
偏
見
を
超
え
て
「
情
報
に
よ
っ
て
異

な
る
文
化
を
つ
な
ぐ
」
と
い
う
明
確
な
問
題
意
識
の
も
と

に
、
紙
面
が
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
多
文
化
の
街

の
多
言
語
メ
デ
ィ
ア
。
そ
の
活
動
は
、
多
民
族
化
し
つ
つ

あ
る
日
本
の
将
来
の
課
題
を
先
取
り
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
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